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 論文審査の結果の要旨
 入射エネルギーが核子当たり数MeVから数十MeVの領域での重イオン反応は強い吸収効果によって
 特徴づけられる。このような重イオン反応過程を明らかにする上で,クーロン散乱及び弾性散乱を除くす
 べての反応過程断面積の総和である“全反応断面積"は最も重要な物理量の一つである。本研究は重イオ
 ン弾性散乱の超前方角度での測定により,全反応断面積の測定を行ったものである。
 重イオン散乱全反応断面積の測定にはビーム減衰法,光学ポテンシャルによるもの等様々な方法が試み
 られている。しかし,いずれもモデルに依存したり,実験方法そのものの持つ不定性により,得られる全
 反応断面積の信頼度には議論の残るところであった。本研究では,モデルに依存しない全反応断面積測定
 法として,超前方角度での重イオン弾性散乱過程におけるク一口ンカと核力の量子力学的干渉を利用する
 SUM-of-DIFFERENCES法(SOD法)が採用された。SOD法による全反応断面積の測定は超前方角度
 における弾性散乱粒子検出の困難さのため,これまでには重心系運動エネルギーが10MeV近傍で
 1℃+1℃において行われた一例のみであった。本論文では重イオン反応の特徴が強く現れる重心系運動エ
 ネルギー50MeV領域で12C,13C,14N,15N,」60をビームとし28Siをターゲットとする弾性散乱微分断面
 積を測定した。高いエネルギー領域での散乱であるため,超前方角度(θ}・b二〇.6度)の散乱粒子検出が
 求められ,特に0.001度の散乱角度絶対精度を達成することに成功した。決定された高精度全反応断面積
 はビーム原子核に対して強い依存性を示しており,閉殻原子核の12C,160にくらべ13C,14Nの全反応断面
 積が大きくなっている。また,核融合反応断面積の全反応断面積に占める割合が77±12%ことも導出
 された。今後の,重イオン散乱に関する研究の基礎となるデータである。
 一方,超前方微分断面積から導出される核力散乱振幅及びその核力による位相のずれは重イオン核反応
 に関するさらに多くの情報を担っている。例えば,奇核ビーム等においてSOD法の近似式では十分に説
 明できないことが明らかにされた。本研究は超前方重イオン散乱過程の研究が,全反応断面積の導出にと
 どまることなく新たな実験手法として,今後さらに発展する可能性をも示唆している点でも重要である。
 以上,本論文は重イオン反応における微分断面積を核力とクーロンカが干渉する超前方角度まで測定し,
 全反応断面積を光学模型等のモデルによらず精密に決定する方法を比較的高い重心系運動エネルギー領域
 で炭素,窒素,酸素ビームに対して確立したものである。この論文を通じて示された本人の研究能力,学
 識ともども博士論文に値する。したがって,石山博恒提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格
 と認める。
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